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白金二核錯体は室温で強いリン光を発する分子であり、次世代の感圧塗料や光学酸素センサーへの応

用が期待されている。本発表では、新規白金二核錯体を合成し、溶液中での光化学的性質を分光学手法

を用いて調べ、酸素消光特性を明らかにした。次に新規白金二核錯体を陽極酸化アルミニウム基板上に

固定したデバイスを調製し、デバイスの光化学的性質を分光学手法を用いて調べ、酸素消光特性を明ら

かにした。これらの結果を基に白金二核錯体を陽極酸化アルミニウム基板上に固定したデバイスを光学

酸素センサーへ応用し、酸素濃度を測定することができることを見出した。 

 
図 1:新規白金二核錯体の化学構造 

 

図 2:新規白金二核錯体を用いた酸素センサーの特性 


